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エレベーター,エスカレーターのモダニゼーション
Modernization of Used Elevators and Escalator EqulPment

設置後十数jFを経過したエレベーター,エスカレ【ターが急速に増加している｡

これらを対象に積極的に一最新の技術･意Ⅰ斥を適用しモダニゼーションができるよう

にした｡これは性能･機能･品宮守･意匠を最新形とし,更に安全性の向_Lを図るも

のである｡肘付二｢事は建尾に同着している出入U三‾万作やドアシル,などを活用し

て建築付′帯工事をなく し,レーールやカウンタウエートなど大形構造品はそのまま使

用しで‾｢事期間の知縮を図る,などの特長をもつ改造技術による新商品である｡

口 緒 言

拉近のエレベーター,エスカレーーターの柁術的進歩は著し

いものがあり,件了指の鳩躍的向Lととい二,安全性,省エネ

ルギー,付加機能の拡大などの引二全的要請にも九古じた高い.打,

宮守水特に到達している1)こ.

日立製作所は既設エレベーター,エスカレーターに最新技

術を適用し,件能･品質･機能グ)向__L,意匠の刷新を図る改

造(以‾卜,モダニゼーーションと称する｡)に柿餅拍勺に取l)組み,

各椎のモダニゼ〉-ションパターーンを開発し適切な価格と紬+二

期で応じられるように努ブJしてきた｡

本報では稼動千丁数の多いA形エレベ【タ【を中心にエレベ

ーター,エスカレーターのモダニゼーションの′考‾え方と適用

パタ【ンについて述べる｡

臣l 最近のエレベーター技術

日立‾製作所は昭和36年に,実用形として好評を博LたA形

エレベMタ【を発売Lたが,この時期を椛にエレベーター,

エスカレーターの納入台数は急速に仲良し,今日に至ってい

る(図1)｡このため,日獅口60年には設読後15年以上経過した

エレベータ【,エスカレータ=の子i数は約2万子=二及ぶこと

になり,これらのモダニゼーションは重要なテーマになって

きている｡

A彬エレベーター(昭和36～47年)と現イ1三の規格形エレベ【

ターを比較すると,性能･機能･デザインなどあらゆる面で

著しい発展を遂げており,モダニゼーションによるメリット

は大きいものかある｡主要なものを列記すると二人のとおりで

ある｡

(1)運転性能の向上

サイリスタを使用Lた速度帰還制御ブイ式二の採用2)により,

それまでの交流二段制御方式に比べると1階J末運転時間を約

30%知縮して運転効率向.卜を図り,運転時のスタ”ト及び停

止時の上下振動や加速度の変化率などを低減して,乗心地を

大幅に改善し,性能を向上させている｡また停止時の着床レ

ベルは,負荷変化や経年変化によらず安定して±10mm以内と

精度よく停.1Lすることができる(図2)｡

(2)信相性の向_卜

制御機器のエレクトロニクス化は昭和40年代後半から盛ん

になり,昭和50年のマイクロコンピュータの才采用3)でその頂点

に達した｡機械式構造の階床選択器や信号用電磁継電器を中

心に構成される制御装置をマイクロコンピュータで置き替え,

nU

O

nU

nU

O

O

40

0

(
巾
)
意
中
く
票
世
畔

頗羅望 彰*

浦田溝助*

斉藤忠一*

月見≠γα〃αγαdα

Seよ5伽ん亡 びγαf〝

Cん立gcゐ∫ S(‡g～∂

エスカレーター

オーダ形

エレベーター

規格形

エレベーター

30 35 40 45 50 55

年 度(昭和)

図l エレベーター,エスカレーターの機種別累積納入台数(日立

製作所) エレベーター,エスカレーターの納入台数を示す｡

各何の機器をエレクトロニクス化し,信相性の向上を図って

いる｡-一方,機才城構造品関係では巻上機備中にす硬質アルミ合

金を用し-ての強度向上,1実物確認による機寸城機器,制御盤な

どの耐震強度向Lなど,多くの安全増構造を】枚り入れている｡

(3)機能の向上

運転システムのうち,一部が故障した場合でも来客が直ち

に閉じ込め二状態にならないように,マイクロコンピュータに

組み込まれた安全運転システムを作動させ,鼓寄階まで乗客

を運び戸を開くセーフティドライブ機能や,一定時間の呼び

がない場合にかご照明とフアンを休止させる自動消灯機能､

などを付加して機能の充実を図っている｡

(4)省電力化

主回路制御部品の構成をサイリスタに,運転システムの構

成をマイクロコンピュータに置き替える,など制御機器のエ

レクトロニクス化や,乗りかごの軽宗化･電動機の小形化に

よる機械的慣性40%低減などと合わせ,消費電力呈は約30%

の大幅低減を図ってし､る｡

(5)かご室デザインの向上

最近,かご室デザインのデラックス化がますます強まって

きている｡この傾向に合わせて天井照明にクリスタルカット

を施した透明円筒レンズを同心円,状に配置した華麗なデザイ

ンの愛称｢スター+タイプ削をはじめ各椎多数のタイ71を取り

そろえている｡

※)1愛称はカタログの商品名によった｡

*

日立製ま作所水戸工場
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図2 1階床運転の速度,加速度特性 交涜2段速度制御方式から速

度帰j果制御方式にすることによって,運転時間の短縮,スムーズな乗心地,正

確な着床精度が得られる｡

田 モダニゼーションのパターン

3.1パターン設定の背景

前章で記述したように,エレベーターの放新技術は極めて

多岐にわたっているが,二れらを積極的に既設のエレベーータ

一に適用することを検討した｡モダニセ【ションは新設エレ

ベーターと異なり営巣中,居住中グ)ビルか対象であることか

ら,改造工事_Lのことをも含め二大グ〕∴1､】二を巧▲膚､した｡

(1)建屁側の付帯工事の付い后k

建屋に剛着している出入口三方枠,ドアシル,インジケー

タボックスを括用して建崖側建築付帯二L事をなく し,エレベ

ーターの昇降路内工事･機寸城案内工事だけでできるように

する｡

(2)エレベーター停止期間の集朋宿

大形構造物の搬入･据付工事を少なくするため,非消耗部

品であるレール,カウンタウエートなどを活用する｡更に昇

降格での作業効率を1二げるため,移動式足場を使用する工法

を才采用するようにしたり既設のマシンビームを撤去しないよ

うにする｡

(3)ノヾターンのビルディングブロック化

モダニゼーションパタⅥンはエレベーターの構造,機能別

に分けて標畔化し,最終的にはエレベ【ター全体かモダナイ

ズて-きるように配膳した｡具体的には,

(a)什能,機能に関連し｢十1人口三方仲,ドアシルなどの既

設ポJを満開L,その他を新しくする｢準撤去新設によるモ

ダニゼーション+

(b)乗りかごの音1売品を主体とLた｢乗りかごのモダニゼ

ーン ヨ ン+

(C)巻_卜機･1盲動機･制御盤を新しくする｢機1城主設置品

♂‾)モダニゼーション+

(d)電気ポーだけを新しくする｢制御盤のモダニゼ}一ション+

の4パターンを標主筆化した(表1)｡

以下,各々の特長について述べる｡

3.2 準撤去新設によるモダニゼーション

本パターンは紋所エレベー一夕ーか備えている運転性能･信

根性･機能･省電力･かご峯デザインなど.殴新技術のすべて

を三枚り込んだもので,今後長期別使用する営プ菜rl】･居住中の

建物のエレベーターモダニゼ【ションとLて最も推奨できる

ものである｡j壁書引二固着している出人口三方枠,ドアシル,

更に委員物で再利用白丁能なレMル,カウンタウエートを晴間

することによって,乗場側意匠をそのままにして建築付滞‥工

事をなく L,撤上と抑什コニ事によるエレベーターの停+L期剛

を約20日間と知期間でできるようにLている｡区13に本パタ

l-1ンによって新設される範囲をホす｡東場側に設讃している

インンケーータと呼びボタンはすべて新意匠】†～一にするが,この

場合,既設乗場戸壁面はノく理イーrのように加工工事が不可能な

場でナか多いので,既設インジケータボックスを消用し,その

まま収納できるインジケータを標準化L7こ(図4)｡表示部は

白熱ランプから亦色発光デイオートにして,球切れによるト

ラブルを皆無にした｡押しボタン部は0.5mI勺で動作する†氏スト

ロークのフェザータッチタイプし■を使用し,一段と才東作性を｢∈り

上させるとともに意匠を刷新している｡なお後述の｢機械三宝

設置占‾占のモダニゼ【ション+とともに､本パターンはエレベ

ーー一夕一機械三皇の大井高さ,昇降路の頂部ド岩間,ヒ､ソト探さが

建築浅･!ミ準法に合う場合は既設エレベーターより高速エレベー

ターを収り付けることができる｡特に既設品の速度が30m/

minの場合,天井高さなどの建屋条作が45m/minエレベータ【

と向じであるので,建屋改造の必要がなく45m/minにスピー

ドアソフ‾でき,運転時間の乍豆縮にはいっそうの効果がある｡

3.3 乗りかごのモダニゼーション

ビルの人口を門に例えれば､エレベーターはビルの玄関に

表l モダニゼーションパターンと特長 表中の○印は標準装備仕様を,◎印はオプション付加仕様を示す｡
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l 準撤去新設 〔⊃ ⊂) ⊂) ⊂) C) ⊂) 〔〕 (⊃ ⊂) C) ⊂) ○ C) ⊂)

2 乗 り か ご ロ ⊂) ⊂)

3 機械室設置晶 ⊂) C) (⊃ C) ｢) ○ ○! 〔:) ◎ ○ ⊂)

4 制 御 盤 (⊃ C) C) ⊂) ⊂)
l
l ⊂) ◎ ⊂) (⊃
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当たる｡玄関はどこの家でも清掃し花を飾るなどして家中で

いちばんきちんとしているのが普通である｡エレベーターの

かご芋は建尾全体の第一印象を決める大切なクオリティスペ

ースとなっている｡かごキミデザインのモダナイズはビルのイ

メージアップに非′削二有効である｡硯規格形エレベーターと
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(a)｢ルナ+

鞍 さ

図4 インジケータ

右側がモダニゼーショ

ンタイプで,階床表示

は赤色,応答表示は黄

色と機能別に色別Lて

いる｡壁面を加工する

ことなく取りイ寸けられ

る｡

同じく,高根事務所向きの明るく軽快でさわやかな｢ルナ+

タイプ,一般の事務所向きのべ一シックな感覚をJ,ち主渦とした

｢テーライト+タイプなどグ)かご1ミデザイン(図5)を用意Lて

いる.かご内推作ヤ提は1去年命､告`.‾EプJ♂〕発光ダイオードに,押

しボタン部はマイクロストロr一一クの角形ボタンを採用するな

どして,全体の意匠は最新のものとLた(図6)｡

二れJ)の意匠とともに,機構関係では乗りかこ上二部にある

ドアマシンの部品点数を少なくするなどによって仁子抑性のrfり

上を阿っている｡本パタ【ンは既設の巻上機,電動機,制御

づ王注などの機イ城主設讃品,及び乗場戸部品を活用してモダニゼ

ーションを図るもので,桝付エー単によるエレベーター停止期

間は約5日間程度でできる｡

(1)乗l)かごサイズとドアの形式

規栴形エレベーターの来りかごサイズ■は,昭和47年のJISの

放言汀によって内のり寸法がA形エレベーターーーと異なっており,

乍
-
ロ
巾
打
ヰ
l

Ⅶ

取
出
m
泣

(b)｢デーライト+

図5 かご室意匠 ドアの形式には,l枚戸片開

き.2枚戸片開き.中央開きの3種がある｡いずれも

｢ルナ+,｢テーライト+などのかご室意匠を用意Lた｡
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図6 かご内操作づ区

(a)はA形エレベーター,(b)は

モタ＼ニゼーション後のかご内

操作盤で,表示ランプの発光

ダイオード化.マイクロスト

ロークイヒした大形押しボタン

の採用によって信頼性,操作

性を向上させている｡

l■

(a) (b)

現,状の乗りかごをそのまま適用することはできない｡今回,

A形エレベーターの乗りかごサイズのすべてに応じられるよ

うに,新たにかごの標準化を行ない,製品設計,製造標準体

制まで一貫して対応できるようにした｡またドア形式は1校

片引戸,2枚片引戸,中央両引戸の3種があるが,建屋のド

アに合わせるため,いずれの場/宍一にも適合するように乗りか

ご設計の標準化を図っている｡

(2) 卜てマシン

既設の出入口三方枠,乗場戸及び鎖錠装置はそのまま使用

でき,セーフティリターン機能を付加したモダニゼーション

用ドアマシン機構を開発した｡セーフティリターンは,東客

の体が戸に触れたり戸との間に物が挟まったときに解放する

方向に戸を反転させたり,また敷居i幕に入ったごみを取I)除

く機能をもつもので,出入口関係のトラブルの一掃を図った

ものである｡

3.4 機械室設置晶のモダニゼーション

本パターンはエレベーター運転制御関係のモダニゼーショ

ンで,特に運転時間の短縮･乗心地･着床精度の向上と電気

品の件能及び信頼性向上を図るものである｡また省電力･安

全性向上のため,制御システムにはサイリスタによる速度帰

還制御方式,運転システムにはマイクロコンヒュータのエレ

クトロニクス技術を導入してし､る｡二れは既設乗りかご-･式

を活用して行なう ものであり,肘付_t事によるエレベ【ター

悼IL期間は約6日間程度でできる｡

特に定格速度30m/minの場合は昇降路の構造が同じである

ので45m/minに高速化でき,運転時間短縮に特に効果がある｡

52:

なお既設乗りかごとの組でナせとなるため,振動協調など乗心

地の改善には椎々の配膳をしている｡

1耽設エレベーターのなかにはJ末下に防‡kゴムが取l)イ寸けて

いない構造のものもあI),本パタ【ンを採用する場†ナには,

振動防IL用[吸振ゴムを取り付ける必要かある｡走行時の来り

かごの振動持作を紋所の規格形エレベーター並みにするため,

かご卜部にR及鮎器を標準装備することによって,ほぼ準撤去

新設と同等の乗心地,及び騒音レ/ヾルを維持させることがで

きるようにLている｡図7に巻上機の設置例を,表2に乗心

地の比較を示す｡
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図7 機械室設置晶のモダニゼーション例 (a)はモダニゼーション

前,(b)はモダニゼーション後を示す｡建屋居室への振動伝搬をなくすため,防

振ゴム言没置を標準とLている｡
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表2 モダニゼーション前後の特性一覧 加速度,減速度は同じであ

るが,上下二院動,起動.停止時のショックは大幅に改善される｡

＼くこ::ここ‾‾--＼､制御方式

比較項目＼‾､‾､＼--＼-＼蝉位)

モダニセ■一ション前 モダニゼーション後

2段速度制御 速度帰還制御

加 速 度 Gal 100 100

減 速 度 Gal 100 100

上

下

才辰

動

加 減 速 時 Gal 80 40

定 常 走 行 Gal 20 10

起 動 シ ョ ッ ク Gal 120 40

40停 止 シ ョ ッ ク Gal 180

着床前低速運転時間 S 2.5

3.5 制御盤のモダニゼーション

本パタ】ンは前節の｢機械室設置品のモダニゼーション+

を更に進め,既設エレベーターの巻上機,かご形電動機を活

用し,サイリスタによる制御とマイクロコンビュmタを導入

するもので,既設の巻上機を使用するため安価で,据付工事

によるエレベーターー作Ⅰ卜糊rjりを約5｢=を耶lIリ空に触純盲を【頁ト〕た.､

本パターンでは速度制御方式の変更があるので,電動機に

速度発電樅を取り付けるなどの一部改造が必要である｡

巴 オー.ダ形エレベーターのモダニゼーション

オーダ形エレベーターは規格形であるA形エレベ【ターと

異なり,多椎多様な仕様で顧客専用に設計されている｡機種

も血流エレベー1タ【から油圧エレベータ【まで,用途も乗用

から自動車用まで,定員,速度も様々である｡したがって,

オーダ形エレベーターのモダニゼーションは底本的には個別

対応としている｡次に代表例を述べる｡

(1)準撤上糾設によるモダニゼーション

オーダ形エレベーターでの最新の制御･群管理技術･かご

三三デザインを適用し,連星側付帯工事をなく Lて山人U三方

仲,ドアシルを流用するなどによってモダニゼーションがで

きるようにしている｡

(2)機械室設置品のモダニゼーション

A形エレベーター機械当主設置品のモダニゼーションと同じ

ように,主として乗心地や着床精度の向_卜をはじめとする性

能向上や信束副生,機能の追加をl淫トている｡直流エレベータ

ーでは既設の巻上機,電動考幾を活用して行なうこともできる｡

8 エスカレーターのモダニゼーション

5.1 モダニゼーションのポイント

最近のエスカレーターに見られる安全施策の充実,デザイ

ンの高級化,省エネルギM化は昭和40年代半ばまでの品質レ

ベルとは一時代を画した新技術である5)･6)｡デパ‾-ト,ショッ

ピングセンタMでの主要な意匠品であることを考えると,店

内改装に合わせ新しい美しいエスカレ【ターの切替えは大変

効果がある｡次にモダニゼーションとして取り入れる最新の

エスカレーター技術を紹介する｡

(1)安全性の強イヒ

既設エスカレーターは,昭和25年に発令された建築基準法

に準じた安全装置と,機器を保護する最′ト限の装置を装備す

るにとどまっている｡しかし,日立製作所では長年の納入実

績をベースに安全対策に取り組んでおり,安全設計とLて定

言平のある rセMフティ8mmフルデマケ【ション+付ステリフ‾の

採用などを小心に,十数椎の安全機構を標畔装備した(図8)〔つ

⑥

②

③

⑪⑧⑤

⑨
⑲

⑦

昭和56年法改正により必要な安全装置

⑤ スカートガード安全装置(上下部)

⑥ ハンドレール入り込みロ安全装置

オフ0ション

ステップ周囲の注意色

三角部ガード板

進入･落下物防止の対策

スカートガードの滑り剤

⑧

③

⑤ (坤

⑥

0)

⑲¢旦

旧法による既設安全装置

④建屋側と連動

① 駆動チェーン安全装置

② ステップチェーン安全装置

③ 非常停止スイッチ

④ シャッタリミットスイッチ

凸
日立標準の安全装置

(訂 スカートガード安全装置

⑧
ステップ異常走行検出

(浮上り･ローラ故障)装置

⑨ セーフティ 8mm

⑲ フルデマケーション

⑪ 着色(黄色)コーム

⑲ 過電流継電器

⑲ 保守用スイッチ

(追加)

図8 安全なエスカレーターへの努力 ⑦～⑲を標準装備することで,

いっそうの安全を匡】っている｡

(2)意匠,材料の刷新

既設エスカレ【ターは,製造当時のデザイン感覚では王朝

風の重厚さを表現した設計となっていた｡しかし,最近の意

匠感′覚は明るく軽快で,しかも高級素材の使用が好まれ,モ

ダニゼーションに当たっても現代の子兎行を敏感に反映した設

計としている｡意匠品の材料はステンレス鋼とし,耐久件と

意匠性を高めた(図9,表3)｡

(3)省電力,輸送力の向上

駆動系をウォーム減速機からヘリカル減速機に,ハンドレ

【ル駆動機構は巻きかけ方式から挟圧方式に変更した｡これ

により既設エスカレーター比で30～50%と省電力を閉ってい

る｡このモダニゼーションでは最高速度を27m/minから30m/

minにすることも可能で,これによる輸送力が10%もアップす

る効果も大きい｡

更に据付工事には,

(4)社屋側建築付帯工事の低i成

(5)(営業環境をなかげる)大形構造物の搬入出作業の省略

(6)_+｢期の短縮

を検討し,顧客要望にこたえるようにしている｡

5.2 モダニゼーションのパターン

(1)新形搭載パターン

本パターンは,欄干,駆動系各部及び床まわり部材一式を

解体撤去し,既設フレーム中に新形エスカレータ】の組立品

を収納するものである｡これは,現地据付期間が約15日程度

の短工期となる利′キがあるが,実施に当たっては一体品搬入

スペースの確保,二重フレーム構造になることによる重量増

のための建屋側の荷重強度の検討が必要である｡図川に工法

を示す｡

(2)パーツ取付パターン

本パタⅥンは,既設フレームを土台にして新形エスカレー

ターの′ヾ-ツを組み付けてゆくパターンで,機器搬入のスペー

スグ)制約が少なく,どのような条件でもモダニゼーションが

できる｡据付期間として-は約30日間程度必要である｡
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(a)15--20年前のエスカレーター

表3 木オ料面からみたエスカレーターのモダニゼーション

ミ材をステンレス材にするなど高級化,耐久性の向上を図っている一_､

(b)現在のエスカレーター

アノレ

部 位 名 称 既設エスカレーター モダニゼーションタイプ

欄 干

ハンドレール ハイパロン合成ゴム

ハンドレールフレームアルミ･アルマイト仕上げ ステンレスヘアライン仕上げ

デッキカバー アルミ･アルマイト仕上げ ステンレスヘアライン仕上げ

柱 アルミ･アルマイト仕上げ な し

パネル(透明形) カープドガラス
l ストレートガラス

欄 干 照 明 スリムラインランプ

ステップ

ク リ ー ト アルミ･ダイキャスト
ステンレス

ラ イ サ ー

ステンレス又はアルミ

デマケーションライン (ペンキ塗り) 黄色プラスチック

乗降 口

コームプレート ステンレス又はアルミ

ステンレス
カバープレート

ステンレス,アルミ,

又はゴムタイル

コ ー ム 黒色プラスチック 黄色プラスチック

l司 結 言

以上,モダニゼーションとして開発した各種のバターンに

ついて説明した｡要点をまとめると,

(1)A形エレベーターモダニゼーションに穀新の技術,意悍

を旭川するととい二,建築付滞=_t車の省略,仲1L娼=告Jの和紙

を図った準撤去新設など,4パターンを確立した.っ

(2)エスカレーターモダニゼーションに安全性の強化をはじ

めとする最新技術を取り入れて,据付工法の分類から2パタ

ーンを確立した｡

これは‾最近の社会的要請である性能,品質,槻能の向上,

意匠の刷新などを積極的に取り入れたものであり,顧客の要

望に十分こたえられるものである｡今後は,二れらの改造商

品がますます拡大していくことを期待する｡
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